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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】間接照明器具
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、間接照明器具に関し、特に、モジュール式ＬＥＤ照明物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、発光ダイオード（すなわち、ＬＥＤ）などの準点光源は、ライティングの多く
のタイプで人気を得つつある、効率的な光源である。これらの光源に対する１つの課題は
、ＬＥＤからの比較的集中した光を効率的に分配することである。固体光ガイド又はライ
トボックスは、ＬＥＤから大きい発光面積へと放射された光を分配するために利用される
。これらの固体光ガイド又はライトボックスの多くは、ライティングの効率を低減する光
ディフューザー要素を含む。加えて、固体光ガイド又はライトボックスの発光面積は、固
体光ガイド又はライトボックスの物理的境界によって決定され、製造業者においてシステ
ムを設計し直さない限り、一般に増加することができない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本開示は、間接照明器具に関し、特に、モジュール式ＬＥＤ照明物品に関する。照明器
具は、準点光源から光を導き、かつ所望により光を拡散又は散乱しながら、光を１つ以上
の方向に輸送する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
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　多くの実施形態では、照明器具は、光源と、光源に対して位置あわせされ、光源から非
コリメート光を受光する第１のフリーフォーム反射器とを含む。２次反射器は、第１のフ
リーフォーム反射器から反射された非コリメート光を受光するように構成される。第２の
フリーフォーム反射器は、２次反射器から反射された非コリメート光を受光するように構
成される。仮想光源反射器は、第２のフリーフォーム反射器に対して位置あわせされ、第
２のフリーフォーム反射器から反射された非コリメート光を受光し、かつ光源の像を形成
するように構成される（それ故に、「仮想光源」と表現される）。
【０００５】
　更なる実施形態では、照明器具は、光源と、光源に対して位置あわせされ、光源から非
コリメート光を受光する第１のフリーフォーム反射器とを含む。第１のフリーフォーム反
射器は、光を、第１の方向及び第１の方向とは異なる第２の方向に導く。第１の２次反射
器は、第１のフリーフォーム反射器から第１の方向に反射した非コリメート光を受光する
ように構成される。第２の２次反射器は、第１のフリーフォーム反射器から第２の方向に
反射した非コリメート光を受光するように構成される。第２のフリーフォーム反射器は、
第１の２次反射器から反射された非コリメート光を受光するように構成される。第３のフ
リーフォーム反射器は、第２の２次反射器から反射された非コリメート光を受光するよう
に構成される。第１の仮想光源反射器は、第２のフリーフォーム反射器に対して位置あわ
せされ、かつ第２のフリーフォーム反射器から反射された非コリメート光を受光するよう
に構成される。第２の仮想光源反射器は、第３のフリーフォーム反射器に対して位置あわ
せされ、かつ第３のフリーフォーム反射器から反射された非コリメート光を受光するよう
に構成される。
【０００６】
　本開示の１つ以上の実施形態の詳細は、添付の図面及び以下の記述に説明される。本開
示の他の特徴、目的、及び利点は、説明及び図面、並びに特許請求の範囲から明らかとな
るであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　本開示の以下の、発明を実施するための形態を、添付の図面と合せて考慮することで、
本開示はより完全に理解される場合がある。
【図１】壁に固定された図示的な照明器具の概略正面図である。
【図２】別の壁に固定された図示的な照明器具の概略正面図である。
【図３】図示的な照明器具の概略側面図である。
【図４】２フォールドフリーフォーム反射器の正面図である。
【図５】光を平面外に反射する、２つの２フォールドフリーフォーム反射器の概略側面図
である。
【図６】３フォールドフリーフォーム反射器の正面図である。
【図７】４フォールドフリーフォーム反射器の正面図である。
【０００８】
　本明細書で提示される概略図は必ずしも縮尺通りではない。図面で用いた類似の番号は
、類似の構成要素及び工程等を表す。しかし、所与の図中の構成要素を指す数字の使用は
、同一数字を付された別の図中の構成要素を限定するものではないことは理解されよう。
加えて、要素について言及するための異なる数字の使用は、異なる番号が付された要素が
同一又は同様であり得ないことを意図するものではない。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下の発明を実施するための形態では、その一部をなす添付の図面に対して参照がなさ
れ、そこではこれらはデバイス、システム、及び方法のいくつかの具体的な実施形態の実
例として示される。他の実施形態が企図され、本開示の趣旨及び範囲から逸脱することな
く作製され得ることを理解するべきである。したがって、以下の詳細な説明は、限定的な
意味で解釈されるべきではない。
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【００１０】
　本明細書において使用されるすべての科学用語及び技術用語は、特に示されない限りは
、当該技術分野において一般的に用いられている意味を有するものである。本明細書にお
いて与えられる用語の定義は、本明細書において頻繁に使用される特定の用語の理解を容
易にするためのものであって、本開示の範囲を限定しようとするものではない。
【００１１】
　本明細書及び添付の「特許請求の範囲」において使用するとき、単数形「ａ」、「ａｎ
」、及び「ｔｈｅ」は、その内容が明らかにそうでないことが示さないかぎりは複数の指
示物を有する実施形態を包含する。
【００１２】
　内容によってそうでないことが明らかに示されない限り、本明細書及び添付の「特許請
求の範囲」において使用するところの「又は」なる語は、「及び／又は」を含めた意味で
広く用いられる。
【００１３】
　本明細書で使用するとき、「有する（have）」、「有する（having）」、「含む（incl
ude）」、「含む（including）」、「備える（comprise）」、「備える（comprising）」
等は、制限のない意味で使用されており、一般に、「含むがそれに限らない」ことを意味
する。「からなる」及び「から本質的になる」という用語は、「含む（comprising）」等
の用語に包含されることが理解されよう。
【００１４】
　本明細書で使用される場合、「頂部」、「底部」、「左」、「右」、「上部」、「下部
」、「上方」、「下方」、並びにその他の方向及び配向などの任意の方向は、本明細書に
おいて、図を参照して明確にするために記載され、実際のデバイス若しくはシステム又は
デバイス若しくはシステムの使用を制限しない。本明細書に記載される装置、物品、又は
システムの多くは、多くの方向及び配向で使用されてもよい。
【００１５】
　「フリーフォーム光学素子」又は「フリーフォーム反射器」という句は、所与の幾何光
学供給電力パターンを、規定された振幅開口分配へと再分配するための、コンピュータ化
した設計を通して形作られた光学素子又は反射器を指す。このタイプの光学素子又は反射
器は、非結像光学素子又はアナモフィック反射器．としても既知である。
【００１６】
　本開示は、間接照明器具に関し、特に、モジュール式ＬＥＤ照明物品に関する。照明器
具は、準点光源から光を導き、かつ所望により光を拡散又は散乱しながら、光を１つ以上
の方向に輸送する。照明装置は、光を、ＬＥＤ又はプラズマ光源などの集中した光源から
離れる方向に効率的に輸送し、かつ例えば、壁又は天井などの大きい面積にわたって分配
する。照明装置は、集中した光源から１つ以上の方向で、離れる方向に光を輸送すること
ができる。照明装置は、任意の線形形状又は構成で形成することができる。照明装置は、
光を点光源から大きい面積へと効率的に導きかつ輸送するために、フリーフォーム反射器
及び効率の高い反射材料を利用する。照明装置は、個々の輝度が物理的なＬＥＤの輝度の
１／Ｎ程度である、Ｎ個の仮想（想像上の）ＬＥＤを生成するために、１つの物理的なＬ
ＥＤを利用することができる。高輝度ＬＥＤは、システムの複雑さを低減し、かつ低コス
トの解決法を提供するのに役立つ可能性があるが、これらは、効率を犠牲にすること、及
び／又はこれらの点光源の特性を失うことなく設計するのが困難であるので、これは、有
用である。この開示は、単一の高輝度ＬＥＤ（例えば、高強度光源の大きい面積への輸送
及び展開）の実用性及びコスト面の利点を提供する一方で、設計の見地から、多重の低輝
度ＬＥＤの利点を提供する。照明装置のそれぞれの反射要素は、光を壁の上及び室内に分
配する、独自の輸送及び「展開」機能を有する。本開示はそのように制限されないが、以
下に提供される実施例の考察を通して、本開示の様々な態様の応用が得られるであろう。
【００１７】
　図１は、壁に固定された図示的な照明器具１０の概略正面図である。照明器具１０は、
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壁２０と観察者３０とに対して垂直の構成で示される真っ直ぐな線形要素である。図２は
、別の壁に固定された図示的な照明器具１２の概略正面図である。照明器具１２は、壁２
０と観察者３０とに対して、円形の線形要素である。照明器具１０及び１２の両方とも、
点光源から壁２０の大きい面積へ、光を導き、かつ輸送するために協働する、フリーフォ
ーム反射器（カバー１０３によって隠されている）と、２次反射器１２０とを含む。照明
器具１０及び１２の両方とも、装飾用カバー１０３を含む。カバー部品１０３は、照明器
具１０及び１２に、更なる装飾用要素を追加することができる。装飾用カバー１０３は、
更に光源又は仮想光源（以下に記載する）から直接当たる任意の光を、輸送平面に対して
垂直な方向で、フリーフォーム反射器を通して減衰させるように作用することができる。
２つの構成が図示されるが、照明器具は、任意の所望の様式で構成することができる。本
明細書に更に記載するように、照明器具を形成する構成要素のモジュール性は、設計に柔
軟性を提供し、かつ所望の結果を達成するように照明器具を構成する。
【００１８】
　図３は、図示的な照明器具１００の概略的側面図である。図示の容易化のために、２フ
ォールドフリーフォーム反射器のうちの１つの側（＋ｘ方向）に対する光路のみが示され
ている。反射要素の鏡像が、－ｘ方向にあることが理解される。多くの実施形態では、照
明器具は、平面に沿って、又は第１の平面Ｐ１と第２の平面Ｐ２との間を通って光を導き
、かつ輸送する。他の実施形態では、図５に図示するように、照明器具は、光を平面から
出る方向に導き、かつ輸送する。
【００１９】
　本明細書に記載される反射表面は、任意の角度で入射する光に対して少なくとも約９５
％効率的な、又は少なくとも約９９％効率的な、などの、高度に反射する材料で形成され
る場合がある。図示的な反射多層高分子フィルムは、米国特許第６，７８８，４６３号に
記載され、かつこれは、参照により本明細書に組み込まれる。これらの反射多層高分子フ
ィルムは、熱形成可能で、かつフリーフォーム光学素子又は反射器を形成する、複雑な反
射曲面を生成するために利用することができる。フリーフォーム反射器は、主として正反
射の反射率、又は部分的な拡散を有する場合がある。正反射の反射率は、一般に総合的な
反射係数の５０％より大きい。フリーフォーム反射器は、フリーフォーム反射器を通して
伝送される光が、輸送される光と同一のスペクトルを有するように選択される場合があり
、又は異なる場合がある。高分子基板上に真空蒸着した金属（例えば、銀）薄膜などの他
の材料を使用することもできる。
【００２０】
　図示的な照明器具１００は、光源１０１と、光源１０１に対して位置あわせされ、かつ
光源１０１から非コリメート光１０２を受光する、第１のフリーフォーム反射器１１０と
を含む。光源１０１は、任意の有用な集中した点光源、又は準点光源とすることができる
。多くの実施形態では、光源１０１は、発光ダイオードである。フリーフォーム反射器１
１０は、光を＋ｘ方向（示すように）及び－ｘ方向に導く。フリーフォーム反射器１１０
は、光源１０１によって放射される非コリメート光（ランバーティアン又は等方性放射）
の大部分を捕獲又は向け直すだけ十分大きい。多くの実施形態では、フリーフォーム反射
器１１０は、光源１０１の発光面積を形成する長さ又は幅（どちらか大きい方）が、少な
くとも５倍である、最小焦点距離及び最小焦点パラメータを有する。本明細書に記載する
ように、最小焦点距離は、反射器の任意の円錐状の小区分の２つの焦点の間の最短距離で
あり、一方で、最小焦点パラメータは、焦点（光源中心位置）から反射器の任意の円錐状
の小区分の円錐断面準線までの最短距離である。１つのフリーフォーム反射器は、通常、
多重の焦点距離及び焦点パラメータを有する。フリーフォーム反射器の形状は、Ｖｌａｄ
ｉｍｉｒ　Ｏｌｉｋｅｒ教授によって、２００１年１２月に実証され（「Ａ　Ｒｉｇｏｒ
ｏｕｓ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ｏｆ　Ｏｆｆｓｅｔ　Ｓｈａｐｅ
ｄ　Ｒｅｆｌｅｃｔｏｒ　Ａｎｔｅｎｎａｓ」，Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｃｏｍｐｕｔａ
ｔｉｏｎａｌ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｉｎ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉ
ｎｇ）、かつ２００６年に出版された、もののように、当該技術分野において既知のアル
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ゴリズムを使用して計算することができる、規定された振幅開口分布を達成する必要があ
る。
【００２１】
　２次反射器１２０は、第１のフリーフォーム反射器１１０の表面１１２から反射された
非コリメート光１０２を受光するように構成される。非コリメート光１０２は、第１のフ
リーフォーム反射器１１０の表面１１４から－ｘ方向に反射する。多くの実施形態では、
２次反射器１２０は、平面的な表面である。第２のフリーフォーム反射器１１０は、２次
反射器１２０から反射された非コリメート光を受光するように構成される。第２のフリー
フォーム反射器１１０は、光を受光する表面１１６及び１１７を含む。仮想光源反射器１
２５（すなわち、反射器が、物理的なＬＥＤの像が形成される、フリーフォーム反射器の
焦点距離に位置する）は、第２のフリーフォーム反射器１１０に対して位置あわせし、か
つ第２のフリーフォーム反射器表面１１６から反射された非コリメート光を受光するよう
に構成され、かつこの光を第２のフリーフォーム反射器表面１１７へと反射する。仮想光
源反射器１２５は、所望により完全光反射性とすることも、又は部分的に光透過性とする
こともできる。仮想光源反射器１２５は、所望により完全に正反射の特性を有してもよく
、又は部分的に拡散反射する特性を有してもよい。
【００２２】
　多くの実施形態では、第２のフリーフォーム反射器１１０は、仮想光源反射器１２５（
表面１１７において）から反射された非コリメート光を受光するように構成され、かつ第
２のフリーフォーム反射器表面１１７は、光を散乱するように構成される。多くの実施形
態では、第２のフリーフォーム反射器表面１１７は、更に光を、第２のフリーフォーム反
射器表面１１７から反射された非コリメート光を受光するように構成される第２の２次反
射器１２２に輸送するように構成される。更なる実施形態では、第２のフリーフォーム反
射器表面１１７は、光を散乱するように、及び第２の２次反射器１２２へと光を輸送する
ように、の両方で構成され、壁又は天井などの隣接面の上に制御された、又は設計された
光の漏れを可能にする。
【００２３】
　更なる実施形態では、照明器具１００は、第２の２次反射器１２２から反射された非コ
リメート光を受光するように構成される拡散反射器１３０を含む。拡散する反射器１３０
は、受光した光を壁又は天井などの隣接面の上に広げる。拡散する反射器１３０は、所望
の見栄えを生成するために、壁上の照度分布を精密に制御するように設計されたフリーフ
ォーム反射器とすることができる。更なるフリーフォーム反射器１１０、及び仮想光源反
射器１２５、並びに２次反射器１２０は、光源１０１から更に離れた距離まで光を輸送す
るために利用することができる。所望により、カバー部品又はカバー要素１０３を、フリ
ーフォーム反射器１１０、又はフリーフォーム反射器１１０のその他の要素のいずれかの
上に配置することができる。
【００２４】
　上記したように、照明器具１００は、上記された要素を－ｘ方向に沿って同一の構成で
含むことができる。例えば、照明器具は、光源と、光源に対して位置あわせされ、光源か
ら非コリメート光を受光する第１のフリーフォーム反射器とを含むことができる。第１の
フリーフォーム反射器は、光を、第１の方向及び第１の方向とは異なる第２の方向に導く
。第１の２次反射器は、第１のフリーフォーム反射器から第１の方向に反射した非コリメ
ート光を受光するように構成される。第２の２次反射器は、第１のフリーフォーム反射器
から第２の方向に反射した非コリメート光を受光するように構成される。第２のフリーフ
ォーム反射器は、第１の２次反射器から反射された非コリメート光を受光するように構成
される。第３のフリーフォーム反射器は、第２の２次反射器から反射された非コリメート
光を受光するように構成される。第１の仮想光源反射器は、第２のフリーフォーム反射器
に対して位置あわせされ、かつ第２のフリーフォーム反射器から反射された非コリメート
光を受光するように構成される。第２の仮想光源反射器は、第３のフリーフォーム反射器
に対して位置あわせされ、かつ第３のフリーフォーム反射器から反射された非コリメート
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光を受光するように構成される。
【００２５】
　図４は、２フォールドフリーフォーム反射器の正面図である。フリーフォーム反射器は
、光源（フリーフォーム反射器の下方の）に対して位置あわせされ、かつ光源から非コリ
メート光を受光する。この光は、第１の方向で第１の反射表面１１２を介して、２次反射
器１２０へと反射し、かつ第２の方向で第２の反射表面１１４を介して２次反射器１２０
へと反射する。
【００２６】
　図５は、光を平面外に反射する、２つの２フォールドフリーフォーム反射器の概略側面
図である。第１のフリーフォーム反射器は、光源１０１に対して位置あわせされ、かつ光
源１０１から非コリメート光を受光する。それぞれのフリーフォーム反射器は、光反射す
る表面１１２及び光反射する表面１１４を含む。２次反射器１２０は、第１のフリーフォ
ーム反射器表面１１２から反射する非コリメート光を受光するように構成される。第２の
フリーフォーム反射器の反射器表面１１２は、２次反射器１２０から光を受光する。仮想
光源反射器１２５（すなわち、物理的なＬＥＤ
　１０１の像が形成される、フリーフォーム反射器の焦点距離に位置する反射器）は、第
２のフリーフォーム反射器に対して位置あわせされ、かつ第２のフリーフォーム反射器表
面１１２から反射された非コリメート光を受光するように構成され、かつこの光を第２の
フリーフォーム反射器表面１１４へと反射する。光は、光源１０１から、２つの異なるそ
して平面から外れる方向に導かれる。
【００２７】
　図６は、３フォールドフリーフォーム反射器の正面図である。この反射器は、３つの光
反射表面１１２、１１４、及び１１６を有し、かつ光を３つの異なる方向へ導く。図７は
、光線トレースを有する、４フォールドフリーフォーム反射器照明器具の正面図である。
このフリーフォーム反射器は、４つの光反射表面１１２、１１４、１１６、及び１１８を
有し、かつ光を４つの異なる方向に導く。図７の照明器具は、２つの更なるフリーフォー
ム反射器へと光を導き、かつ輸送する４つの２次反射器１２０を図示する。単一のＬＥＤ
からの発光出力が、引き続き増加するのに伴い、高度な対称を有するフリーフォーム反射
器も企図され、かつ有用でもある場合がある。加えて、フリーフォーム反射器は、所望に
より、非対称（例えば、４つの恣意的な方向を有する）を有することができる。
【００２８】
　いくつかの場合には、フリーフォーム反射器の上に、更なるカバー部品１０３を追加す
るのが望ましい場合がある。カバー部品は、更に望ましい照明器具に装飾用要素を追加し
てもよい。これらは、更に光源又は仮想光源（以下に記載する）から直接当たる任意の光
を、輸送平面に対して垂直な方向で、フリーフォーム反射器を通して減衰させるように作
用することもできる。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、照明器具は、第１のスペクトル出力を有する第１の光源と、
前記第１のスペクトル出力とは異なる第２のスペクトル出力を有する第２の光源と、を含
むことができる。第１の光源及び第２の光源は、異なるフリーフォーム反射器の下に位置
あわせされるが、少なくとも１つの共通の仮想光源反射器を含む光路によって接続される
。例えば一方の光源は、赤い光を放射する可能性があり、もう一方の光源は、青い光を放
射する可能性がある。光は、赤い光源から青い光源へと輸送される可能性があり、本明細
書に記載したように、フリーフォーム反射器、２次反射器、及び仮想光源反射器による一
連の反射を通過する。同一の様式で、青い光は、赤い光源に向かって、逆に輸送される可
能性がある。その結果、照明器具から放射されたスペクトルは、一端で主として赤から、
もう一方の端で主として青へと徐々に変化するようになり、そしてその間では、混合した
色（紫）になることになる。
【００３０】
　したがって、間接照明器具の実施形態が開示された。当業者は、本明細書に記載される
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光学フィルム及びフィルム物品は、開示の実施形態以外の実施形態と共に実施され得るこ
とを認識するであろう。開示された実施形態は、例証するために提示されるもので、制限
するためのものではない。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明器具であって、
　光源と、
　前記光源に対して位置あわせされ、かつ前記光源から非コリメート光を受光する、第１
のフリーフォーム反射器と、
　前記第１のフリーフォーム反射器から反射された前記非コリメート光を受光するように
構成される、２次反射器と、
　前記２次反射器から反射された前記非コリメート光を受光するように構成される第２の
フリーフォーム反射器と、
　前記第２のフリーフォーム反射器に対して位置あわせされ、かつ前記第２のフリーフォ
ーム反射器から反射された前記非コリメート光を受光するように構成され、前記第２のフ
リーフォーム反射器の焦点距離に位置する仮想光源反射器と、
　を備える、照明器具。
【請求項２】
　照明器具であって、
　光源と、
　前記光源に対して位置あわせされ、かつ前記光源から非コリメート光を受光する、第１
のフリーフォーム反射器であって、前記第１のフリーフォーム反射器が、光を第１の方向
及び第１の方向とは異なる第２の方向に導く、第１のフリーフォーム反射器と、
　前記第１のフリーフォーム反射器から前記第１の方向に反射した前記非コリメート光を
受光するように構成される、第１の２次反射器と、
　前記第１のフリーフォーム反射器から前記第２の方向に反射した、前記非コリメート光
を受光するように構成される第２の２次反射器と、
　前記第１の２次反射器から反射された前記非コリメート光を受光するように構成される
第２のフリーフォーム反射器と、
　前記第２の２次反射器から反射された前記非コリメート光を受光するように構成される
第３のフリーフォーム反射器と、
　前記第２のフリーフォーム反射器に対して位置あわせされ、かつ前記第２のフリーフォ
ーム反射器から反射された前記非コリメート光を受光するように構成される第１の仮想光
源反射器と、
　前記第３のフリーフォーム反射器に対して位置あわせされ、かつ前記第３のフリーフォ
ーム反射器から反射された前記非コリメート光を受光するように構成される第２の仮想光
源反射器と、
　を備える、照明器具。
【請求項３】
照明器具であって、
　第１のスペクトル出力を有する第１の光源、及び前記第１のスペクトル出力とは異なる
第２のスペクトル出力を有する第２の光源と、
　前記第１の光源に対して位置あわせされ、かつ前記第１の光源から非コリメート光を受
光する、第１のフリーフォーム反射器と、
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　前記第２の光源に対して位置あわせされ、かつ前記第２の光源から非コリメート光を受
光する、第２のフリーフォーム反射器と、
　前記第１のフリーフォーム反射器から反射された非コリメート光を受光するように構成
される、第１の２次反射器と、
　前記第２のフリーフォーム反射器から反射された非コリメート光を受光するように構成
される第２の２次反射器と、
　前記第１及び第２の２次反射器のうちの一方又は両方から反射された非コリメート光を
受光するように構成される、第３のフリーフォーム反射器と、
　前記第３のフリーフォーム反射器に対して位置あわせされ、かつ前記第３のフリーフォ
ーム反射器から反射された前記非コリメート光を受光するように構成される仮想光源反射
器と、
　を備える、照明器具。
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